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近年、コネクテッドカーや自動運転システムの研究開発が精力的に進められている。そこで
は、通信技術や自動運転技術の性能向上を図るための技術開発のみならず、自動車とドライバ
一間での高度なインタラクションやコミュニケーションを実現する HMI(Human-Machine
Interface)研究への期待が高まっている。本論文は、自動車とドライバーとのコミュニケーシ
ヨンを媒介するドライビングェージェント醐Ⅷ山の提案とそのインタラクション手法の検証
を行ったものである。

第1章は本論文の緒言であり、これまでの自動車分野におけるHⅥ研究の背景と本研究の目
的、方法論を述べてぃる。第2章では、 CG に基づくドライビングエージェントNAMIDA のプロ
トタイプを構築し、本研究の特徴のーつとなる、 3つの工ージェントから構成される多人数会
話型インタラクションの手法の有効性を確認している。第3章では、ドライビングエージェン
トNAMIDAの実体化を行い、ドライビングシミュレータ上で実験環境を構築した上で、走行時に
おけるドライバーの醐MIDA に対する印象評価やインタラクション時の認知負荷などの観点か
ら、本提案のN鯏IDAの有効性を検証した。第4章では、ドライビングエージェント臘MIDA と
ドライバーとの視線を介したコミュニケーシ"ンの可能陛とその効果を探ることを目的に、走
行時のドライバーの視線の先を追従するN崩IDAの構築を行い、その効果を検証している。第5
章では、レベル3(条件付運転自動化)の自動運転システムとドライバーとの連携をサポートす
ることを目的として、ドライバーのドライバーマインドを維持し、アクシテントに対する緊急
対応を引き出すための醐ⅦDAのインタラクションテザインとその有効性を検証している。第6
章は、残された研究課題や今後の研究プランを整理し、第7章では本研究で得られた知見を整
理し、その考察とまとめを行っている。

論文内容の要
^

これまでの自動車とドライバーとのインタラクション手法を探るH繊研究では、ハンドルや

アクセル、ブレーキなどの運転操作、タッチパネルやスィッチ類を介した機器操作、計器類や
L即による状態表示などの手法を中心に検討されてきた。最近では、スマートスビーカやコミ
ユニケーションロボットなどのインタラクション技術を援用し、スタンドアローン型のドライ

ビングェージェントを介して、自動車とドライバーとのコミュニケーションをサポートする試
みもなされてぃる。しかし、エージェントとの対面的な音声インタラクションでは、走行時の
ドライバーの注意が散漫となりやすい。また自動運転モードにあっては、自動運転システムと
ドライビングェージェントの両方に備わる主イ本陛が混在してしまうという課題がある。

本研究は、これらの課題解決のためになされたものであり、まず、ドライバーや同乗者に、
自動運転システムやコネクテッドカーを「ソーシャルな工ージェント」として帰属させること
を狙いとして、ダッシュボードへの埋め込み型の工ージェント NAMIDA を提案・構築している
(第2章)。また、対面的なインタラクションを避けるために、 3つの工ージェントから構成さ
れる多人数会話型インタラクションの手法を提案しており、従来のドライビングエージェント
のインタラクション手法に比較して、ドライバーの認知負荷を低減でき、かつ会話の楽しさな
どを向上させることを示した(第3章)。さらに、 3つの工ージェントから構成される NAMIDA は、
志向性の表示機構としても効果的に機能するものであり、ドライバーと工ージェントとの間で

双方の視線を介して関心対象を共有・調整しあうことの可能なコミュニケーションを実現して
いる(第4章)。この視線に基づくコミュニケーション機育凱才、レベル3での自動運転システム
において、ドライバーに安心感を与えたり、緊急時の対応を引き出すためのドライバーマイン

ドの維持に効果的であること.を示した点も高く評価できる(第5章)。
これらの成果は学林珀勺に高い評価を受けるとともに、今後の自動運転システムやコネクテツ
ドカーなどのインタフェースだけでなく、1隔広い分野への応用も期待できる。

以上より、本論文は博士(工学)の学位論文に相当するものと判定した。

審査結果の要 旨


